
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年４月から消費税率を８％に引き上げるかどうかが、暮らしと

日本経済にとって重大問題となっています。 

どの世論調査でも、多くの国民が消費税増税を予定通り実施することに

反対しています。将来の消費税増税が必要と考えている方のなかにも、い

まは引き上げるべきではないという意見が少なくありません。国民の意思

を無視して大増税の道を突き進むことは許されません。 

 

いま、長期にわたって国民の所得が減少し、消費が落ち込み、そのため

に景気が悪化する深刻な「デフレ不況」が続いています。こんなときに消

費税を増税すれば、消費をさらに冷え込ませ、日本経済を一段と危機に陥

れてしまうでしょう。その結果、消費税以外の税収を減らして、財政はむ

しろ悪化させてしまいます。来年４月からの消費税増税を中止して、くら

しと経済への打撃をストップさせるべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

◎ 平和憲法を守り 

 戦争への協力･強制に反対し、町民生活を守ります 

◎ 国保税や介護保険料・利用料の軽減をもとめます 

◎ 小鹿野浄水場及び取水施設を維持・更新します 

◎ 保育・学童保育料の値下げをもとめます 

◎ おいしい給食をもとめ、地産地消をすすめます 

◎ 健康長寿の町、保健・予防医療をすすめます 

◎ 産科の開設をすすめます 

◎ 中山間地農林業の振興をはかり地産･地消をすすめ 

あらたな農産物・特産物の育成にとりくみます 

◎ 雇用を確保し若者の住める町づくりをすすめます 

◎ 公共事業は地元業者優先で地域経済の振興をはかります 

◎ 町内中小企業・事業所・商店街の振興をはかります 

◎ 徹底した放射能測定と情報公開、除染をすすめます 

◎ 原発をなくし自然エネルギーへの転換もとめ 

木質エネルギーの導入と小規模水力発電の設置をすすめます 

憲法９条のもと、日本は戦争で１人も殺さず、１人も殺され

ることのない国でした。９条は、日本が世界に誇る宝です。と

ころが、首相は突然、”２０２０年までに９条改憲を”と表明しま

した。共謀罪、秘密保護法、安保法制と国のあり方を変えてき

た政権が、憲法に「自衛隊」と書いたらどうなるか。 

 戦争しない、戦力をもたないと決めた９条の制約にしばられ

ず、自衛隊を無制限に海外派兵することになります。こんな暴

走を許すわけにはいきません。 
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1947年（昭和 22年）旧両神村に生まれる 

1965年（昭和 40年）県立秩父高校卒業 

1970年（昭和 45年）埼玉大学教育学部卒業 

（小学校教育課程） 

1970年（昭和 45年）所沢市立所沢小学校教諭 
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埼玉県教職員組合秩父支部専従書記長 4年間（1984年～88年） 

1991年（平成 3年）秩父市立久那小学校教諭 

2001年（平成 13年）秩父市立秩父第一小学校教諭 

2007年（平成 19年）   〃    退職 

2007年（平成 19年）農業 

2013年（平成 23年）小鹿野町議会議員（1期） 
   

・埼玉県農民連 理事 

  ・安心・安全秩父茶生産組合 代表 

  ・小鹿野町両神小森地区テレビ共同受信組合 組合長 
   

趣 味：登山     家 族：妻（笑子）、二男一女 

住 所：小鹿野町両神小森 1230  電 話：79-0036 

    

 

日本共産党 小鹿野町委員会 
2017年 7・8月(号外) 電話 79-0036 

日本共産党小鹿野町委員会は、出浦正夫さんの経歴と政策、人柄などを発表しました。 

 

 
 

 
 

四
年
前
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
町
議

会
議
員
に
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、私
は
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
や
願
い
を
町
政
に

届
け
る
為
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
就
任
直
後
の
二
〇
一
四
年
二
月
、

歴
史
に
残
る
豪
雪
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
私
は
生
産
者
の
皆
様
と
共
に
、
県
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

共
産
党
の
県
議
・
国
会
議
員
と
力
を
合
わ
せ
県
・
農
水
省
等
へ
の
要
請

を
繰
り
返
し
、
再
建
費
用
の
九
割
助
成
を
実
現
で
き
ま
し
た
。 

町
政
で
は
、
政
策
と
し
て
お
約
束
し
た
小
・
中
学
校
の
教
材
費
・
給

食
費
の
無
料
化
、
１８
歳
年
次
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
た
め
、
薪
ス

ト
ー
ブ
導
入
助
成
も
実
現
で
き
ま
し
た
。 

現
在
小
鹿
野
町
は
地
域
産
業
・
農
林
業
後
継
者
問
題
・
若
者
の
町
外

流
出
・
極
端
な
出
生
減
な
ど
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
国
保
広
域
化
に
と
も
な
う
国
保
税
大
幅
値
上
げ
、
水
道
広
域
化
に

よ
る
水
道
料
大
幅
値
上
げ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
町
民
の
皆
様
の
声
や
願
い
を
町
政
に
届
け
安
心
し
て
働
き
、

子
ど
も
を
育
て
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
『
町
民
が
主
人
公

の
小
鹿
野
町
』
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
大
き
な
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  

働
く
人
、
子
ど
も
と
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る 

 

小鹿野町議会議員 

日本共産党 
 

 
▼
ご
あ
い
さ
つ 

出
浦
正
夫
（
元
教
師
・
農
業
） 
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左上：倒壊したハウス前で説明を受け

る出浦正夫、塩川衆院議員、村岡県議、

柳下県議 

左下：農水省への要請行動 

右上：議会ごとにおこなう議会報告会 


	D:\Desktop\小鹿野町議選2017\経歴書・政策面（出浦正夫） (2).pdf
	D:\Desktop\小鹿野町議選2017\出浦まさお　経歴書20170728 (2).pdf

